












日時：平成18年12月18日(月) 10 時25 分～11 時55分 
場所：室蘭工業大学 共同利用施設 ２階 ＳＣＳ室 





















客員教授(石川島播磨重工業㈱ 基盤技術研究所熱流体研究部主任研究員) 今井 良二 











































・建設システム工学科教授 溝口 光男氏 「地震を受けたときの建物の安全性の改善・向上」 
・電気電子工学科教授 福田 永氏 「次世代半導体製造に向けた高密度表面波プラズマ装置の開発」  
・情報工学科助教授 魚住 超氏 「感性計測評価の基盤技術とその応用」 
・環境科学・防災研究センター長 杉岡 正敏氏 「環境科学・防災研究センターの研究活動」 
＜函館工業高等専門学校＞ 
・電気電子工学科助教授 三島 裕樹氏 「新しい電力流通システムの研究開発状況」 
・情報工学科助手 小山 慎哉氏 「マルチメディアテーブルによる共同利用支援及び視覚障害者支援」 







される地域産学官連携事業実行委員会主催のフロンティア技術検討会（大学企業技術交流会）が 11 月 29
日（水）に室蘭市中島神社蓬崍殿で開催された。基調講演とパネル討論会を通じて、自動車産業を見据え
た地域産業技術の展望を考えるフォーラムであり、室蘭、苫小牧地域の企業、行政、本学教員等の関係者
156 人が出席した。 
橋本久義政策研究大学院教授の「活力ある地域産業を目指して－今、中小企業に求められるもの－」と
は人徳と魅力が備わった経営者が多く、メッキ、粉末冶金、研磨等の強い基盤技術が無くなると先端機械
は造れず、これら個々の高度な基盤技術の集積が日本のモノづくり強みである。中国の近年の飛躍的な産
業発展の状況、中国歴史から創出される国民性、中国の産業の限界について解説しながら、「モノづくり
は持久戦であり、辛抱する日本に必ずチャンスがある。それを支えるのは中小企業である」と締めくくっ
た。 
パネル討論会は橋本教授、横山明トヨタ自動車北海道㈱代
表取締役専務、上野隆室蘭商工会議所副会頭、清水一道本学
助教授をパネリストに、コーディネーターを本学宮地隆夫理
事が務めて、自動車産業に対する室蘭地域の取組みについて
意見交換した。 
このうち横山専務は「室蘭・苫小牧の連携により、世界へ
の素形材部品の供給拠点を目指したい」と今後の抱負を語ら
れた。上野副会頭は「自動車の性能の向上には日本製の特殊
鋼が不可欠である」として室蘭の優れたバネ鋼を紹介、清水
助教授は 10 月開設のモノづくりセンターの紹介と「実践的
な技術を有する学生の教育と中核鋳造技術者の社会人教育
を目指す」と強調した。 
終了後は交流会を開催し、意見交換・情報交換を行なった。 
